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対象および方法：発話機能が年齢相応に発達している 6 歳-11 歳の小児 10 例を対象と
した。それぞれ上下顎の印象を採取し、EPG 人工口蓋床を作成した。EPG 人工口蓋













するか EPG を用いて検討した。対象は 6 歳から 38 歳のオーストラリア英語話者で、







   今後、こうした年齢による舌機能の変化を念頭に置いて構音の視覚的フィード
バック訓練を行う必要性があることが示唆された。  
